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学びの可視化

授業改善

■ 横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi

■ 横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査

■ 横浜St☆dy Navi × 社会情動的コンピテンシー
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人口（2024.12.1）

377万 1,005人

世帯数（2024.12.1）

181万 9,632世帯

学校数（2024.4.1）

505校

児童生徒数（2024.5.1）

25万 6,206人

教職員数（2024.5.1）

  ２万 １,379人

基礎自治体として国内最多の学校数

小学校          336校

中学校  144校

義務教育学校 3校

高等学校 9校

特別支援学校 13校

多様な児童生徒に対し、各校種において、
地域の実情に応じた特色ある教育活動を展開

©2025 横浜市教育委員会

横浜市の概況について
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横浜市

児童生徒25万人

377万人

365万人

児童生徒25万人

95教育委員会１教育委員会

〇 一人一台端末時代での可能性

 ２５万人児童生徒のデータ価値

 ２万人の教職員の多様な知見

 共創のポテンシャルに溢れている

● SNS時代 コンプラ制御の難しさ

 505校の学校の信頼性の確保

注目され厳しい目に晒される

他に類のない規模
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横浜市の学習ダッシュボード

横浜St☆dy Navi
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【学びの可視化】



ビッグデータの蓄積
分析・活用

学校・教職員 子ども

教育委員会

全国最大規模の教育データ基盤を形成

１ ビッグデータ化

横浜方式の教育EBPMのサイクルにより、データの価値を子ども
に還元

３ スパイラル化

２ エビデンス化
こども・学校・教育委員会の３者をつなぎ、それぞれがデータを分析・活用
共創からなる教育データサイエンス・ラボでの研究・分析により、支援・施策
を展開

学習ダッシュボード 「横浜St☆dy Navi」 ３つのポイント！

©2025 横浜市教育委員会

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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児童生徒数の比較

圧倒的な規模のデータ量

時系列データの累積・解析
による将来予測

２５万人児童生徒の学習、意
欲、健康などのデータがクラ
ウドに、安全かつ円滑に蓄積

 一貫した信頼できるデータの収集ができる、他に類をみないフィールドの価値

 ９年間の学びと心の成長や変化、学習環境等との相関性を裏付けるデータの価値

横浜市 約２5万人政令指定都市

平均
約9万人

中核市
東京都A区
約8500人

平均
約３万人

・市学力・学習状況調査
・体力調査
・授業アンケート
・健康観察 ほか

時系列データが累積するこ
とで、エビデンスの精度を上
げ、個々の学びの状態に応
じた効果的な指導が可能

（横浜市以外）

１ ビッグデータ化
収集・累積

全国最大規模の教育データ基盤を形成
２5万人の児童生徒一人一台端末とネットワークのつながりを活かす

25

１25

250

500

©2025 横浜市教育委員会

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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横浜教育データサイエンス・ラボ

大学・企業・教職員・教育委員会による共創

共創による
データ分析

学校・教職員
子ども

・子ども理解が深まる
・個に応じた指導・支援が可能

学力や健康のデータから、
自分に合った学び方や教
材が分かる

・主体的に学ぶ習慣が身に付く
・自ら学びをデザイン

【R6 研究テーマ】
・横浜モデル
・AIドリル×算数・数学の学力

様々な視点から分析し
た子どもの電子カルテ
を活用

・子どもの学びに気づきを与える
・子どもの学びをアシスト

自己調整能力の向上

２ エビデンス化
共創・分析

子ども・学校・教育委員会の３者がつながる
共創による横浜教育データサイエンス・ラボの立ち上げ

データの価値を子ども・学校に還元

©2025 横浜市教育委員会

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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10

25

250

25

教職員用 児童生徒用

３ スパイラル化
加工・更新

横浜方式の教育EBPMのサイクルにより、
データの価値を子どもに還元

収集、分析、活用、更新のサイクルを回し、一人ひとりの個性に応じた教育を実現

25

横浜St☆dy Navi

横浜St☆dy Navi

横浜教育データサイエンス・ラボ

企業 大学

教職員等

©2025 横浜市教育委員会

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi

【児童生徒用画面】【教職員画面】

（横浜スタディナビ）

11©2025 横浜市教育委員会



毎日の健康観察

①今日の体調はどうですか？
②体調が悪い理由を教えてください。
③今日のこころの様子はどうですか？
④その他先生に相談したいことや伝えたいことがあれば書いてください。

毎日の健康観察の質問

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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授業アンケート

①学習に進んで取り組みましたか。
②学習したことを、ふだんの生活の中で、使おうと思いますか。
③自分の考えを、相手に分かるように伝えようとしましたか。
④自分の考えをもって、クラスの友達と話し合ったと思いますか。
⑤今日の授業、または単元の学習について、わかったことや、できるようになったことを書きましょう。

「国語」「算数・数学」「理科」「社会」「外国語」「一日の振り返り」の６種類

授業アンケート項目例

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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横浜市学力・学習状況調査結果

児童生徒の個人結果シートは過去のものも閲覧可能。
児童生徒は自分自身の経年変化を確認しながら、学習
を調整することができる。

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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健康観察・欠席情報

①今日の体調はどうですか？

②体調が悪い理由を教えてください。

③今日のこころの様子はどうですか？

④その他先生に相談したいことや伝えたいことが

あれば書いてください。

家庭と学校の連絡システム「すぐーる」

毎日の健康観察

児童生徒の出欠状況と
健康状況を合わせて表示

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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16

横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi

児童生徒の出欠状況と健康状況を合わせて、学校・クラス・個人単位で表示し、傾向などを確認

©2025 横浜市教育委員会
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横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi

©2025 横浜市教育委員会



学力だけでなく、
学習意欲などについて答える
生活・学習意識調査の結果と
クロス集計して、閲覧可能
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横浜市の学習ダッシュボード 横浜St☆dy Navi
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横浜St☆dy Navi

×
横浜市学力・学習状況調査

横浜市教育委員会事務局 学校経営支援課

主任指導主事 森 圭一朗
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【授業改善】



横浜市学力・学習状況調査 分析チャートは

横浜市学力・学習状況調査の結果を
チャート状にまとめ、市の平均や
経年データと比較できるシステムです。
横浜St☆dy Naviで閲覧できます。

※ここでの「学力」は、
横浜市学力・学習状況調査における、学習の理解や習熟の状況を指します。

横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査
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子どもの姿

教師の見取り 教師の見取り 教育データ

教師の目で
見取れることができる部分

教育データから
見える部分

教師の見取りを
裏付ける部分

教育データの活用により、教師の見取りを裏付けたり、新たな気付きを得たりする

横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査
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©2025 横浜市教育委員会



児童生徒や家庭学校 教育委員会

学習改善

授業改善

学校の

運営改善

学校支援

教育施策

学年・学校の概況
（市平均との比較） 個人の伸び

中学校…平成17年度～
小学校…平成18年度～

IRT型調査へ改訂…令和４年度～

横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査
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相対的な見方 絶対的な見方

子どもの見取り方
の転換

授業改善に生かす
（子ども主体の学習へ）

子ども一人ひとりに着目していく

学年・学校の概況
（市平均との比較） 個人の伸び

横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査
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チャートの全体構造

第２層
学年ごとの概況

（各教科・意識の状況）

第３層
学年の状況

（領域等の状況）

第４層
学年の概況

（設問ごとの状況）

第５層
学年の概況

（設問の回答状況）

第１層
学校の概況

（全学年の状況）

階層ごとに細かく具体の設問の状況をチャート表示

全体チャート

横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査
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横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査

教科ごとの学力層を表示

横浜市平均との比較
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横浜St☆dy Navi × 横浜市学力・学習状況調査

学力層

生活・学習意識調査

授業改善

社会科の学力層

「社会科の学習では、調べた事実を
もとに考え、問題を解決しようとし
ていますか」

調べた事実をもとに考え、問題を
解決しようとしていますか」児童が
事実をもとに考えて問題を解決
できるように、社会科の授業を工
夫してみよう！

クロス集計

26
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横浜St☆dy Navi

×
社会情動的コンピテンシー

横浜市教育委員会事務局 学校経営支援課

主任指導主事 櫻井 千寿
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【授業改善】



横浜St☆dy Navi × 社会情動的コンピテンシー

28
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横浜市が着目する社会情動的コンピテンシーの項目

メタ認知 自分の学習状況を把握し、それを踏まえて行動を調整する力

知的好奇心 物事に興味・関心を持ち、自分から進んで取り組む力

知的謙虚さ 自分の意見に謙虚な姿勢を持ち、意見を柔軟に変更する力

共感性 困っている人に共感したり、助けてあげたりする思いやり

横浜St☆dy Navi × 社会情動的コンピテンシー
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生活・学習意識調査にみる社会情動的コンピテンシー

■ 質問項目単位の回答分布

集団の状況だけでなく、横浜市平均との
比較や経年変化、教科別の学力層ごとの
傾向を表示可能。

横浜St☆dy Navi × 社会情動的コンピテンシー
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社会情動的コンピテンシーと学力の相関

中学校１年生のときにメタ認知の
数値の高かった生徒ほど、３年生
４月時点での 「学力」は高い傾向

将来の学力の予想

横浜St☆dy Navi × 社会情動的コンピテンシー
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社会情動的コンピテンシーと学力の相関

学力との相互関係

学校行事と授業の両輪で社会情動的コンピテンシーを育むことで、多様な価値観と個
性を尊重する態度が育まれるのではないか。さらに、子ども一人ひとりが自己肯定感
を高め、前向きに学校生活を送れ、 「学力」の向上にも良い効果があるのではないか。

仮説

◆授業や学校行事で子どもの主体性を重視
◆自己選択・自己決定の機会を意図的に設定
◆目的達成に向けて取り組む協働的な雰囲気

 の醸成

主体性が学習場面にも波及

横浜St☆dy Navi × 社会情動的コンピテンシー

32
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横浜市の新たな挑戦

横浜市教育委員会公式note
「ヨコエデュ！」はこちらから

「学ぶなら横浜、教えるなら横浜」
横浜の教育の魅力をソーシャルメディアプラットフォームnoteで発信します。

教育現場では日々、子どもたちが夢や目標に向かってさまざまなチャレンジを
したり、先生たちはデジタル化・グローバル化が進む変化の激しい社会の中で
新たな学びの方法を模索したりしています。

“ヨコエデュ”（ヨコハマのエデュケーション＝教育）では、そんな横浜の教
育現場をつくる人たちの思いとともに、横浜ならではの教育の取り組みをお届
けします。

©2025 横浜市教育委員会



学びの可視化と授業改善

34

ご清聴ありがとうございました。
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